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融解移植で妊娠、出産に至った 1 例．第 82 回栃木県産科婦人科学会、宇都宮市、2015 年 9
月 6 日



今井賢、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、森

澤宏行、小柳貴裕、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。治療前好中球数/リンパ球数比は放射線

療法を施行した子宮頸癌の予後と関連している 第 57 回日本婦人科腫瘍学会 盛岡

2015 年 8 月 7-9 日

岩下あゆみ、種市明代、小林由香子、新木美緒、町田静生、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明。

原発不明の卵巣印鑑細胞癌の一例 第 129回関東連合産科婦人科学会 東京 2015年 6月

20-21 日

片岡貴昭、桑田知之、吉田真。先天性後部尿道弁が疑われる症例に VCUG を行う至適時期

について。第 51 回日本周産期・新生児医学会学術集会、福岡、2015 年 7 月 12 日（日本周

産期・新生児医学会雑誌 2015; 51: 735）

木村円、鈴木寛正、大口昭英、森沢宏行、小古山学、馬場洋介、高橋宏典、廣瀬典子、猿山

美幸、薄井里英、松原茂樹。子宮内反整復後の弛緩出血に対する MY 縫合+Bakri バルーン

（MY-sandwich ）:症例報告。第 129 回関東連合産婦人科学会 2015 年 6 月 7 日 東京都

市センター （関東連合産婦人科会誌 2015；52:291）

小林真実、廣瀬典子、大口昭英、大丸貴子、松原茂樹、鈴木光明。妊娠高血圧腎症における

赤血球膜脂肪酸組成中の飽和、一価不飽和、ω-3 脂肪酸比率。第 67 回日本産科婦人科学会

パシフィコ横浜 2015 年 4 月 12 日（日本産科婦人科学会誌 2015;67:913）

小林 真実, 高橋 宏典, 猿山 美幸, 鈴木 寛正, 馬場 洋介, 薄井 里英, 大口 昭英, 松原

茂樹。Bakri バルーンドレナージ不全 症例報告。第 51 回日本周産期・新生児医学会学術

集会 ヒルトン福岡シーホーク 2015 年 7 月 11 日（日本周産期・新生児医学会雑誌 2015；
51：710）

小林由香子、川合志奈、池田伴衣、木村 円、渡辺 尚。Swyer 症候群、完全型アンドロゲ

ン不応症例との比較：症例報告．第 34 回日本思春期学会，大津市 ピアザ淡海，2015 年 8
月 29 日．

小林由香子、森澤宏行、群俊勝、福嶋敬宜、竹井裕二、町田静生、佐藤尚人、嵯峨泰、藤原

寛行、鈴木光明。生検・円錐切除にて診断した AIS 症例の検討。第 56 回日本臨床細胞学会

総会春季大会 くにびきメッセ 2015 年 6 月 13 日（日本臨床細胞学会誌 2015;54:164）



町田静生、松原茂樹。卵巣腫瘍摘出；腫瘍上皮の脱落膜化を含めて。周産期医学

2015;45:2015-8.

町田静生、藤原寛行、竹井裕二、種市明代、嵯峨泰、佐藤尚人、高橋寿々代、森澤宏行、葭

葉貴弘、高橋詳史、松原茂樹。再発子宮頸癌に対する nedaplatin-CPT11 併用化学療法 第

57 回日本婦人科腫瘍学会 盛岡 2015 年 8 月 7-9 日

松原茂樹。座長；シンポジウム：Introductory remarks:妊娠高血圧腎症、HELLP 症候群、

子癇・PRESS の管理—分娩時期はどのように決定するか？ 第 36 回日本妊娠高血圧学会総

会 札幌 2015 年 9 月 12 日。

森澤宏行、藤原寛行、高橋詳史、佐藤尚人、種市明代、町田静生、竹井裕二、嵯峨泰、鈴木

光明。ASCUS トリアージと HPV 陽性症例の追跡調査 第 67 回日本産科婦人科学会 横

浜 2015 年 4 月 10-12 日

森澤宏行、藤原寛行、高橋詳史、佐藤尚人、高橋寿々代、種市明代、町田静生、竹井裕二嵯

峨泰、鈴木光明。ASCUS/HPV 陽性症例の組織診断について。第 56 回日本臨床細胞学会総

会春季大会 くにびきメッセ 2015 年 6 月 13 日（日本臨床細胞学会誌 2015;54:156）

森澤 宏行, 高橋 宏典, 有賀 治子, 廣瀬 典子, 小古山 学, 鈴木 寛正, 馬場 洋介, 薄井

里英, 大口 昭英, 松原 茂樹。HELLP 症候群における網膜剥離「色覚異常」が主訴。第 51
回日本周産期・新生児医学会学術集会 ヒルトン福岡シーホーク 2015 年 7 月 10 日（日本

周産期・新生児医学会雑誌 2015；51：809）

永山志穂、高橋佳代、大口昭英、平嶋周子、猿山美幸、鈴木寛正、松原茂樹。糖尿病家族歴、

高血圧家族歴の妊娠糖尿病、妊娠高血圧、及び、妊娠高血圧腎症発症に及ぼす影響：多変量

解析。第 39 回日本産婦人科栄養・代謝研究会（同抄録 p15）。東京医科歯科大学 MD タワ

ー。2015 年 8 月 22 日

永山志穂、高橋佳代、大口昭英、平嶋周子、猿山美幸、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木光明。糖

尿病家族歴と妊娠糖尿病、妊娠高血圧あるいは妊娠高血圧腎症発症との関係。第 67 回日本

産科婦人科学会 パシフィコ横浜 2015年 4月 10日（日本産科婦人科学会誌 2015;67:622）

小川正樹、松田義雄、中井章人、林昌子、佐藤昌司、松原茂樹。出生児体重/胎盤重量比に関

する研究：在胎週数別曲線の作成。第 67 回日本産科婦人科学会 パシフィコ横浜 2015 年

4 月 10 日（日本産科婦人科学会誌 2015;67:633）



小古山学、大口昭英、中村仁康、宇賀神敦、鈴木寛正、高橋宏典、馬場洋介、高橋佳代、桑

田知之、薄井里英。Late postpartum hemorrhage 患者の重症所見：dynamic CT における

extravasation の腟への拡がり。第 38 回日本母体胎児医学会学術集会 別府国際コンベンシ

ョンセンター 2015 年 10 月 30 日

小古山 学, 大口 昭英, 猿山 美幸, 永山 志穂, 鈴木 寛正, 高橋 宏典, 馬場 洋介, 高橋

佳代, 桑田 知之, 薄井 里英, 渡辺 尚, 松原 茂樹。Late postpartum hemorrhage におけ

る超音波検査、dynamic CT 検査の有用性。第 51 回日本周産期・新生児医学会学術集会 ヒ

ルトン福岡シーホーク 2015 年 7 月 11 日（日本周産期・新生児医学会雑誌 2015；51：711）

岡田憲樹、井原欣幸、高橋宏典、松原茂樹、水田耕一。新生児ヘモクロマトーシス 新生児

ヘモクロマトーシス児出産既往妊婦に対する高用量ガンマグロブリン療法 症例報告。第

51 回日本周産期・新生児医学会学術集会 ヒルトン福岡シーホーク 2015 年 7 月 11 日

(日本周産期新生児医学会雑誌 2015;51:873)

大橋麻衣、鈴木達也、小林由香子、堀江健司、木村歩未、木村 円、昇 千穂美、橘 直之、

池田伴衣、鈴木光明．胚移植後のベッド上の安静は妊娠率を向上させない．第 56 回日本卵

子学会、宇都宮市、2015 年 5 月 30-31 日

大橋麻衣、藤原寛行、種市明代、高橋詳史、森澤宏行、吉田智香子、高橋寿々代、佐藤尚人、

町田静生、竹井裕二、嵯峨泰、松原茂樹。子宮頸がん検診未受診者に対する受診勧奨はがき

の種類別効果：ランダム化比較試験（優秀演題賞受賞） 第 53 回日本癌治療学会 京都

2015 年 10 月 29-31 日

大石徹郎、板持広明、近江奈央、庄子忠宏、嵯峨 泰。卵巣明細胞腺癌における

phosphatidylinositide 3-kinase (PI3K)-AKT 経路および ARID1A 蛋白発現と臨床的意義の

検討。第 67 回日本産科婦人科学会 パシフィコ横浜 2015 年 4 月 11 日（日本産科婦人科

学会誌 2015;67:556）

大舘花子、齋藤こよみ、町田静生、竹井裕二、高橋詳史、猿山美幸、種市明代、佐藤尚人、

高橋寿々代、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。子宮内膜細胞診が診断の契機となった子宮結核：

症例報告 第 82 回栃木県産科婦人科学会 宇都宮 2015 年 9 月 6 日

嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、種市明代、町田静生、竹井裕二、

藤原寛行、鈴木光明。子宮頸がん細胞に対する CRISPR/Cas による HPV の E6 遺伝子ノッ



クアウトの効果。第 56 回日本臨床細胞学会総会春季大会 くにびきメッセ 2015 年 6 月 13
日（日本臨床細胞学会誌 2015;54:152）

齋藤こよみ、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、

森澤宏行、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。子宮体部肉腫に対するイフォスファミド＋エピル

ビシン＋シスプラチン療法(IAP 変法) 第 57 回日本婦人科腫瘍学会 盛岡 2015 年 8 月

7-9 日

坂本有希、桑田知之、岡島毅、斎藤裕、小沼誠一。リトドリン投与中の切迫早産妊婦：アミ

ラーゼ上昇時の注意点。第 81 回栃木県産科婦人科学会、宇都宮、2015 年 2 月 1 日

坂本有希、桑田知之、岡島毅、斎藤裕、長谷川慶太、松原茂樹。悪阻を契機に発症した深部

静脈血栓症の妊娠管理：プラビックス・アスピリン併用療法の経験。第 51 回日本周産期・

新生児医学会学術集会、福岡、2015 年 7 月 12 日（日本周産期・新生児医学会雑誌 2015; 
51: 923）

佐野実穂、鈴木寛正、薄井里英、桑田円、横山端浩、堀江健司、高橋宏典、馬場洋介、大口

昭英、松原茂樹。リトドリンの有害事象—心房細動（症例報告）— 第 40 回栃木県母性衛生

学会  獨協医大 2015 年 6 月 27 日

猿山美幸、大口昭英、高橋佳代、大丸貴子、平嶋周子、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木光明。家

庭血圧測定における変曲点の在胎週数、血圧レベル、及び、その後 2 週間の血圧増加速度を

用いた妊娠高血圧腎症並びに妊娠高血圧の発症予知。第 67 回日本産科婦人科学会 パシフ

ィコ横浜 2015 年 4 月 12 日（日本産科婦人科学会誌 2015;67:922）

鈴木寛正、平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、永山志穂、高橋宏典、猿山美幸、薄井里英、松

原茂樹、鈴木光明。妊娠中期の血清 galectin-1 低値と、妊娠高血圧腎症及び妊娠高血圧の発

症リスク。第 67 回日本産科婦人科学会 パシフィコ横浜 2015 年 4 月 12 日（日本産科婦

人科学会誌 2015;67:912）

鈴木寛正, 大口昭英, 平嶋周子, 高橋佳代, 森澤宏行, 永山志穂, 高橋宏典, 馬場洋介, 桑田

知之, 薄井里英, 渡辺尚, 松原茂樹。sFlt-1 が異常高値を示した急性妊娠脂肪肝 症例報告。

第 51 回日本周産期・新生児医学会学術集会 ヒルトン福岡シーホーク 2015 年 7 月 11 日

（日本周産期・新生児医学会雑誌 2015；51：691）

鈴木達也、岩下あゆみ、大橋麻衣、小林由香子、堀江健司、昇 千穂美、石田洋一、橘 直之、



池田伴衣、松原茂樹．ルティナス®腟錠を用いたホルモン補充周期－凍結融解胚移植におけ

る血中プロゲステロン値と妊娠率との関連．第 33 回日本受精着床学会、東京、2015 年 11
月 26-27 日

高橋宏典、小林真実、森澤宏行、鈴木寛正、馬場洋介、桑田知之、薄井里英、大口昭英、松

原茂樹。子宮底部マス（血腫）：帝王切開瘢痕部妊娠の補助診断所見。第 38 回日本母体胎児

医学会学術集会 別府国際コンベンションセンター 2015 年 10 月 29 日

高橋宏典、松原茂樹、大口昭英、薄井里英、桑田知之、馬場洋介、鈴木寛正、瀧澤俊広、鈴

木光明。妊娠初期栄養膜細胞における a Disintegrin and Metalloproteinase(ADAM)ファミ

リーの発現：絨毛外栄養膜細胞浸潤への ADAM 関与可能性。第 67 回日本産科婦人科学会

パシフィコ横浜 2015 年 4 月 10 日（日本産科婦人科学会誌 2015;67:508）

高橋宏典、小林真実、猿山美幸、小古山学、廣瀬典子、永山志穂、鈴木寛正、馬場洋介、桑

田知之、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。帝王切開瘢痕部妊娠の臨床経過：当院 10 年間 14
例の経験から。第 51 回日本周産期・新生児医学会学術集会 ヒルトン福岡シーホーク

2015 年 7 月 11 日 (日本周産期新生児医学会雑誌 2015;51:873)

髙橋寿々代、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、葭葉貴弘、永島友美、高橋詳史、

森澤宏行、嵯峨泰、藤原寛行、鈴木光明。リンパ節摘出個数は卵巣明細胞腺癌 I 期の再発因

子となり得る 第 67 回日本産科婦人科学会 横浜 2015 年 4 月 10-12 日

高橋詳史、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、嵯峨泰、藤

原寛行。Platinum/taxane 抵抗性再発卵巣癌に対する gemcitabine 単剤療法の有効性と安

全性 Ovarian Cancer Forum in Tochigi 宇都宮 2015 年 11 月 26 日

高橋詳史、藤原寛行、高野政志、中村和人、金田佳史、坂本尚徳、平川隆史、大和田倫孝、

藤原恵一、鈴木光明。子宮内膜細胞診の精度 第 56 回臨床細胞学会 松江 2015 年 6 月

12-14 日

高橋詳史、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、高橋寿々代、葭葉貴弘、永島友美、

小柳貴裕、嵯峨泰、藤原寛行、鈴木光明。Platinum/taxane 抵抗性再発卵巣癌に対する

gemcitabine 単剤療法の有効性と限界 第 67 回日本産科婦人科学会 横浜 2015 年 4 月

10-12 日

高須正太郎、渡辺慎太郎、清水勇人、岡村幸重、桑田知之. 腸骨間静脈が発症原因と思われ



た若年性の重症深部静脈血栓症の２症例. 第 617 回日本内科学会関東地方会（2015 年 9 月

12 日、東京）

若松修平、坂本有希、今吉真由美、岡島毅、斎藤裕、桑田知之、小沼誠一. 診療所から佐野

厚生へ〜地域連携・院内連携の対応症例〜. 第１回佐野厚生総合病院紹介症例報告会（2015
年 10 月 13 日、佐野）

山口順子、高橋宏典、桑田知之、松原茂樹。胎児異常などを指摘された妊婦さんへのメンタ

ルヘルス支援—自治医大附属病院における取り組みー 第 12 回周産期メンタルヘルスケア

学会 自治医大 2015 年 10 月 31 日。

葭葉貴弘、嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤

原寛行、鈴木光明。新しいゲノム編集技術 CRISPR/Cas を応用した子宮頸がん治療に関す

る基礎研究。第 67 回日本産科婦人科学会 パシフィコ横浜 2015 年 4 月 10 日（日本産科

婦人科学会誌 2015;67:518）

葭葉貴弘、嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、種市明代、町田静生、

竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明、松原茂樹。HPV ゲノムを標的とした CRISPR 搭載アデノ

随伴ウイルスベクターによる子宮頸がん遺伝子治療。第 57 回日本婦人科腫瘍学会 マリオ

ス盛岡 2015 年 8 月 8 日（日本婦人科腫瘍学会誌 2015;33:533）



（著書・総説）

馬場洋介：肥満妊婦での重症悪阻を見逃すべからず。周産期医学 2015;45:94-96. (周産期

医学増刊号 周産期診療べからず集)

馬場洋介、松原茂樹。過期妊娠。In 妊婦健診のすべて。 医学書院 2015  pp271-275

小柳貴裕、鈴木康弘、高橋詳史、嵯峨 泰、鈴木光明、佐藤靖史。新規血管新生調節因子バ

ゾヒビン 2 を標的とした卵巣癌治療応用に関する基礎研究。産婦人科の実際 2015;64:217-

21.

桑田知之。微弱陣痛・分娩停止。特集 Dr コールのタイミング ケーススタディ。ペリネ

イタルケア 2015; 34: 860-863

桑田知之。超音波の安全性。特集 今さら聞けない超音波検査の ABC。周産期医学 2015; 

45: 1326-27

桑田知之。超音波検査と滅菌、消毒。特集 今さら聞けない超音波検査の ABC。周産期医

学 2015; 45: 1350-51

桑田知之、松原茂樹。下腹部痛に注意せよ。特集 周産期救急の初期対応：そのポイントと

ピットフォール 産科編。周産期医学 2015; 45: 735-737

桑田知之，松原茂樹。腹痛を訴える妊婦にすぐに塩酸リトドリンを投与するべからず。周産

期医学 2015;45: 181-183 (周産期医学増刊号 周産期診療べからず集)

桑田知之，松原茂樹。胎動減少を見逃すべからず。周産期医学 2015;45: 249-252 (周産

期医学増刊号 周産期診療べからず集)

町田静生、藤原寛行。【婦人科がん・泌尿器がん】 子宮頸がんに対する bevacizumab のエ

ビデンス。 腫瘍内科 2015; 16: 116

町田静生、松原茂樹。【産科手術 実地臨床のコツ】妊娠中 卵巣腫瘍摘出 腫瘍上皮の脱

落膜化を含めて。 周産期医学 2015; 45: 1067

町田静生 鈴木光明。再発卵巣癌に対する放射線治療。 週刊日本医事新報 2015; 



4742 :46

松原茂樹。子宮動脈仮性動脈瘤の発生メカニズムと対処法。日本医事新報 2015；4756：

65-65.

松原茂樹。分担執筆。妊娠高血圧症候群の診療指針 2015。編集：日本妊娠高血圧学会 2015
年 4 月 1 日

松原茂樹。帝王切開中に子宮からの出血が止まりません。対処法を教えて下さい．産科診療

Q&A. 板倉敦夫編集  中外医学社 東京 2014 年 pp 154-159.

松原茂樹。癒着胎盤子宮摘出：人手がない状態で施行するべからず。周産期医学 2015;45: 
414-419 (周産期医学増刊号 周産期診療べからず集)

永山志穂、松原茂樹。帝王切開後半年以内に妊娠した妊婦から妊娠継続について聞かれた。

周産期医学 2015;45:263-5.

大口昭英，松原茂樹。遅発性の産後の過多出血に精査をせずに子宮内掻破をするべからず。

周産期医学 2015;45: P473-476。(周産期医学増刊号 周産期診療べからず集)

齋藤 慎之介, 須田 史朗, 齋藤 こよみ, 馬場 洋介, 加藤 敏：褥精神病の再発予防に関する

精神科的介入の可能性 Lithium を予防投与した 1 例をふまえて。精神科治療学 2015；
30：985-989

鈴木寛正、松原茂樹。妊娠 12 週から 36 週まで：高熱がでたのですが。周産期医学 2015；
45：1549-50

竹井裕二、藤原寛行。卵巣がん プラチナ感受性再発 カルボプラチン AUC5+リポソーム

化ドキソルビシン(PLD)30(PLDC 療法) In 勝俣範之（編）誰も教えてくれなかった婦人科

がん薬物療法 メディカルビュー社 東京 2015;27-30

竹井裕二、藤原寛行。卵巣がん プラチナ感受性再発 カルボプラチン AUC4+ゲムシタビ

ン 1,000(GC 療法) In 勝俣範之（編）誰も教えてくれなかった婦人科がん薬物療法 メディ

カルビュー社 東京 2015;31-34

竹井裕二、鈴木光明。再発卵巣癌に対する化学療法。日本医事新報 東京 2015;4738:60



渡辺 尚。2 章、妊娠・分娩と止血・血栓，2.ITP と妊娠・分娩, 止血・血栓ハンドブック，

鈴木重統，後藤信哉，松野一彦編集，西村書店，東京，2015 年 pp288-292

渡辺 尚。C 妊娠初期の異常・処置，Q15 採血検査で血小板が異常低値を示しました．診

断・管理法について教えて下さい．産科診療 Q&A，一つ上を行く診療の実践，板倉敦夫編

著，中外医学社，東京，2015 年 pp61-65

渡辺 尚。妊娠中に血小板減少をきたす病態と疾患．血液フロンティア 2015;25(10):1441-

1447

渡辺 尚。第 5 章、異常分娩の管理と処置，r.過換気症候群．改訂第 3 版 MFICU マニュア

ル．MFICU（周産期医療）連絡協議会編著，メディカ出版，大阪，2015 年 pp471-474

渡辺 尚，松原茂樹。第 5 章，合併症妊娠の管理と治療，d.血液疾患．改訂第 3 版 MFICU
マニュアル．MFICU（周産期医療）連絡協議会編著，メディカ出版，大阪，2015 年 pp69-

75



（講演・その他）

藤原寛行 [講演] 再発卵巣癌治療の update. 婦人科癌セミナー2015. 東京、2015 年 2 月 14
日.

藤原寛行 [ランチョンセミナー] 新規腫瘍マーカーHE4 の臨床応用～卵巣がん早期発見へ

向けて. 第 12 回婦人科がん会議. 軽井沢、2015 年 6 月 27 日.

藤原寛行 [講演] 婦人科癌早期発見へ向けて～卵巣癌と子宮体癌. 協和発酵キリン勉強会. 
宇都宮、 2014 年 7 月 16 日.

藤原寛行 [講演] 卵巣癌早期発見へ向けて～諸問題と展望. 那須郡市部産婦人科医会学術講

演会、那須塩原、2015 年 7 月 2 日.

藤原寛 [講演] 婦人科癌早期発見への取り組み. 第 12 回栃木県女性疾患研究会. 宇都宮、

2015 年 10 月 9 日.

藤原寛行 [講演] 初回・再発卵巣癌の治療戦略. T-CARE, 下野市、2015 年 10 月 21 日.

藤原寛行 [講演] GOTIC-007 研究 結果・報告. 第 21 回 GOTIC 教育セミナー, 幕張、2015
年 10 月 24 日.

藤原寛行 [ランチョンセミナー] 新規腫瘍マーカーHE4 の臨床応用～卵巣がん診断精度改

善へ向けて. 第 53 回日本癌治療学会学術集会. 京都、2015 年 10 月 30 日.

藤原寛行 [講演] 初回・再発卵巣癌の治療戦略. 栃木県卵巣がんチーム医療ワークショップ. 
宇都宮、2015 年 11 月 21 日.

藤原寛行 [講演] 子宮頸がんの基礎知識. 科研製薬勉強会. 宇都宮、2015 年 12 月 10 日.

桑田知之 [講演] すぐ役に立つ産科救急の知識と技術（Ⅰ） 佐野市消防本部研修会 佐野

2015 年 3 月 2 日

桑田知之 [講演] すぐ役に立つ産科救急の知識と技術（Ⅱ） 佐野市消防本部研修会 佐野

2015 年 3 月９日



桑田知之 [講演] 産科領域最近のトピックス 佐野産婦人科医会佐野市部会 佐野 2015
年 5 月 15 日

桑田知之 [講演] 陣痛促進剤の使用と医療安全 平成 27 年度栃木県助産師会ラダーⅢ申請

対策臨時研修会 下野 2015 年 5 月 17 日

桑田知之 [講演] 分娩時のモニタリング 平成 27 年度安足地区周産期研修会ラダーⅢ申請

対策研修会 佐野 2015 年 5 月 19 日

桑田知之 [講演] 陣痛促進剤の使用と医療安全 平成 27 年度安足地区周産期研修会ラダー

Ⅲ申請対策研修会 佐野 2015 年 6 月 2 日

桑田知之 [講演] 出血等周産期緊急状況への対応 平成 27 年度安足地区周産期研修会ラダ

ーⅢ申請対策研修会 佐野 2015 年 6 月 9 日

桑田知之 [講演] 分娩時のモニタリング 平成 27 年度栃木県助産師会ラダーⅢ申請対策臨

時研修会 下野 2015 年 6 月 14 日

桑田知之 [講演] 出血等周産期緊急状況への対応 平成 27 年度栃木県助産師会ラダーⅢ申

請対策臨時研修会 下野 2015 年 6 月 14 日

松原茂樹 [講演] うまい論文の書き方のコツ。佐野厚生総合病院特別講演会 2015 年 2 月

23 日 佐野

松原茂樹 [講演] 明瞭な論文を短時間で書く術：まず「それ」を言ってしまおう。第 5 回日

本産婦人科学会、産婦人科スプリングフォーラム 2015 年 3 月 7 日。京都平安ホテル、京

都市（同抄録集 25-26）

松原茂樹 [講演] 論文書き方のコツのコツ：原著 vs ケースレポート。聖マリアンナ医科

大学セミナー。2015 年 3 月 16 日。聖マリアンナ医科大学講堂。

松原茂樹 [講演] 論文作成 ABC:明快な論文を短時間で書くコツ。生涯研修プログラム講演。

第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会 横浜 2015 年 4 月 11 日

松原茂樹 [講演]  Introductory remarks. 子宮内反再発予防への 3 つの手技。宇都宮市産

婦人科医会および栃木県郡市産婦人科医会合同講演会。2015 年 5 月 8 日。宇都宮。



松原茂樹 [講演] 産科大出血への新規対抗策 大塚製薬工業研修会 2015 年 5 月 15 日。宇

都宮

松原茂樹 [講演] 帝王切開時大出血（前置胎盤）への新規対抗策：MY 縫合、MY sandwich、
Bakri balloon Fishing 法。第 139 回東北連合産科婦人科学会。2015 年 6 月 7 日 仙台

松原茂樹 [講演] 帝王切開時大出血への新規対抗策 3 つ（前置胎盤を中心に）—MY 縫合、

MY sandwich,Fishing Bakri 法— 第 22 回徳島産科セミナー  徳島市 ホテルクレメン

ト徳島 2015 年 7 月 23 日

松原茂樹 [講演] 僕が考えるかっこいい職業人・医師・医学生 —産科大出血への止血術考

案を例にー  自治医大オープンキャンパス講義 2015 年 7 月 29 日。 自治医大

松原茂樹 [講演]  Clinical Research Support Team –Jichi (CRST)の概要と成果 –CRST
丸は進む-。第 14 回自治医大シンポジウム。自治医大。2015 年 9 月 3 日。

松原茂樹 [講演] 帝王切開時大出血への新規対抗策 3 つ -MY 縫合、MY sandwich,Fishing 
Bakri 法-。第 35 回秋田大学産婦人科遠隔テレビ会議講演：2015 年 9 月 28 日。

松原茂樹 [講演] うまい論文作成コツのコツ: まず“それ”を言ってしまおうの術。第 133
回近畿産婦人科学会学術集会。指導医講習会講演。兵庫西宮。ノボテル甲子園。2015 年 10
月 25 日。

松原茂樹 [講演] 論文書方のコツのコツ：まずは“それ”を言ってしまおうー周産期メンタ

ルヘルスケア論文作成を例にしてー。第 12 回日本周産期メンタルヘルスケア学会  自治

医大 2015 年 10 月 31 日。

松原茂樹 [講演] 前置癒着胎盤を剥離してしまった時の止血法—Matsubara-Yano sandwich
法と balloon fishing 法— 第 23 回日本胎盤学会、東京 JA 共催ビル 2015 年 11 月 6 日

松原茂樹 [講演] うまい論文作成コツのコツ：まず“それ”を言ってしまおうの術。第 52 回

日本糖尿病学会近畿地方会。第 51 回糖尿病協会近畿地方会。2015 年 11 月 14 日 京都国

際会館

鈴木達也 [講演] 月経異常と不妊症．栃木県産科婦人科学会・栃木県産婦人科医会 市民



公開講座、宇都宮市、2015 年 3 月 8 日

鈴木達也 [講演] ART におけるプロゲステロン製剤の使い方．あすか製薬株式会社 社内

研修会、宇都宮市、2015 年 8 月 27 日

鈴木達也 [講演] ホルモン補充周期－凍結融解胚移植における胚移植日の血中プロゲステ

ロン値と妊娠率との関連．フェリング・ファーマ株式会社 実地臨床レポート Web 講演会、

東京、2015 年 9 月 17 日

鈴木達也 [ランチョンセミナー] 凍結融解胚移植におけるホルモン補充．第 14 回生殖バイ

オロジー東京シンポジウム、東京、2015 年 10 月 12 日

竹井裕二 [講演] GCIG Meeting Report 第 20 回 GOTIC 教育セミナー 東京 2015 年

6 月 20 日

竹井裕二 [講演] 婦人科領域でのセプラフィルム 若手育成ロールプレー 科研製薬株式

会社外部講師勉強会 宇都宮 2015 年 8 月 19 日

竹井裕二 [講演] 子宮頸癌・子宮体癌～化学療法を中心に～ 協和発酵キリン株式会社社

員研修会 宇都宮 2015 年 12 月 15 日

種市明代 [講演] 子宮内膜症スモールミーティング ～知っておきたい ESHRE のガイド

ライン～ 宇都宮 2015 年 5 月 15 日

種市明代 [講演] 社会人講演会「その道のプロに学ぶ」 群馬県 2015 年 10 月 29 日

種市明代 [講演] 薬局薬剤師サンデーセミナー 産婦人科疾患とホルモン治療 ～子宮内

膜症を中心に～ 宇都宮 2015 年 11 月 8 日

渡辺 尚 [講演] 大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃木

県立茂木高等学校，茂木町，2015 年 7 月 3 日．

渡辺 尚 [講演] 思春期のこころと身体，チャイルドラインとちぎ，第 10 期受け手養成講

座，とちぎ青少年センター（アミークス），宇都宮市，2015 年 7 月 5 日．

渡辺 尚 [講演] 帝王切開後の静脈血栓塞栓症予防対策．平成 27 年度第 2 回新潟県産婦人



科医会研修会，上越市，2015 年 11 月日

その他

Shigeki Matsubara: Top BJOG Reviewer 2014 (Award and Certificate)

松原茂樹：監修 薬がみえる:妊娠・授乳と薬物 pp195-205. Medic Media 東京 2015

pp1-467

渡辺 尚：低用量ピル．教えてドクター．RADIO BERRY (FM とちぎ 76.4Hz)，2015 年

5 月 4 日．

渡辺 尚：月経困難症．教えてドクター．RADIO BERRY (FM とちぎ 76.4Hz)，2015 年

5 月 11 日．

渡辺 尚：月経前症候群．教えてドクター．RADIO BERRY (FM とちぎ 76.4Hz)，2015 年

5 月 18 日．

渡辺 尚：妊娠と薬．教えてドクター．RADIO BERRY (FM とちぎ 76.4Hz)，2015 年 5
月 25 日．


